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４月１８日まで開催中

豊かな自然
歴史と文化に彩られた

果樹園交流のまち 甲州市

3
2015

No.113

広報



2平成27年３月

この風景は
私たちの故郷。
伝えたい
風景がある
　市では、昔からある自然環境や歴史、文化を
もとに市民一人ひとりが愛着や誇りを抱き、多
くの来訪者に感動を与えられるような景観を守
り、創り、育てるための取り組みを進めています。

時
代
と
共
に
失
わ
れ
る

懐
か
し
い
農
村
風
景

　
我
が
国
は
、
戦
後
の
国
土
開
発

や
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
無
秩

序
な
都
市
開
発
の
中
で
、
固
有
の

特
徴
を
持
っ
た
伝
統
的
な
建
物
が

急
速
に
姿
を
消
し
、
そ
の
歴
史
的

な
ま
ち
並
み
や
農
村
景
観
が
時
代

と
共
に
失
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
近
年
で
は
、
今
で
も
当

時
の
面
影
が
残
る
「
懐
か
し
い
風

景
」
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
市

民
活
動
が
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
平
成
16
年
の

景
観
法
制
定
に
よ
り
、
全
国
の
自

治
体
が
独
自
の
景
観
条
例
を
制
定

し
、
地
域
の
歴
史
的
な
風
致
を
保

護
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
本
市
で
は
、
素
晴
ら
し

い
景
観
を
保
全
・
創
造
し
て
い
く

た
め
に
、
甲
州
市
景
観
計
画
と
景

観
条
例
（
と
も
に
平
成
24
年
12
月
）

を
制
定
し
ま
し
た

後
世
に
伝
え継承

さ
れ
る
風
景

　
「
山
や
畑
に
囲
ま
れ
た
風
景
」。

何
気
な
い
言
葉
で
す
が
、
そ
の
言

葉
の
意
味
に
は
大
き
な
歴
史
と
地

域
文
化
が
宿
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ

た
方
た
ち
は
も
と
よ
り
、
移
り
住

ん
だ
皆
さ
ん
が
、
甲
州
市
を
全
国

に
紹
介
す
る
と
き
、「
ぶ
ど
う
や

桃
」、「
大
菩
薩
や
竜
門
峡
」、「
武

田
の
歴
史
」
と
い
う
言
葉
が
よ
く

聞
か
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
先
人
が
育
ん
で
き
た

ふ
る
さ
と
の
風
景
を
、
積
極
的
に

紹
介
し
よ
う
と
す
る
私
た
ち
の
気

持
ち
の
表
れ
で
す
。

　
全
国
で
も
、
各
地
に
固
有
の
歴

史
文
化
や
生
業
に
光
を
当
て
、
広

く
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た

な
息
吹
を
呼
び
込
む
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

甲
州
市
で
は
、
良
好
な
「
歴
史

的
風
致
」
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
の

選
定
や
、「
甲
州
市
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
」
の
策
定
な
ど
の
施

策
を
推
進
し
、
先
人
か
ら
継
承
さ

れ
た
甲
州
市
の
歴
史
的
風
致
を
護

っ
て
い
き
ま
す
。

　昭和５０年に文化財保護法を改正して創設されたもの
で、市町村や選定地区の主体性を尊重し、都市計画と連
携しながら、歴史的な集落や町並みの保存と整備を行う
ものであります。
　市では現在、伝統的な茅葺きの「切妻造民家」が多く
残る塩山下小田原・上条集落を保存地区に選定し、様々
な取り組みを進めています。

伝統的建造物群保存地区（伝建地区）とは。
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日原佐徳さん
行政書士
（松里）

土屋幸三さん
機山洋酒代表
（松里）

長田義己さん
自然写真家
（玉宮）

鶴岡舞子さん
つちころびオーナー

（玉宮）

古屋　聡さん
マル神農園代表
（神金）

矢崎美津江さん
信玄公宝物館事務局長

（大藤）

........ パネリスト ........
甲州市北部の宝ものを

存分に語ってもらいます。

甲州市まちづくりシンポジウム
このまちの宝もの 再発見
～ PART ５～　「北部地域」

■日　時　3月15日（日）
　　　　　午後２時～
■場　所　塩山ふれあい館（塩山体育館隣）
■内　容
○基調講演
　暮らしを楽しむ。
　～自然との関わり、人との関わり～
　長田義己さん（写真家）
※竹森在住
○パネルディスカッション
■申込み　当日、会場受付で参加可能です。
◆お問い合わせ先
　都市整備課
　計画指導・景観担当　☎３２‐５０７２

参加費無料

田　辺　　篤
（甲州市長）

コーディネーター
長田由布紀さん

3 広報こうしゅう
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ネ
ッ
ト
依
存
は
生
活
習

慣
や
心
の
健
康
と
関
連

　
グ
ラ
フ
を
２
つ
示
し
ま
す
。
い

ず
れ
も
２
０
１
４
年
の
調
査
で
、

就
寝
時
間
と
の
関
係
で
は
ネ
ッ
ト

依
存
傾
向
の
生
徒
は
38
％
が
24
時

以
降
に
就
寝
し
て
お
り
、
平
均
的

な
ユ
ー
ザ
ー
の
2.5
倍
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
依
存
傾
向
が
あ
る
生
徒

の
22
％
が
う
つ
傾
向
に
あ
り
、
平

均
的
な
ユ
ー
ザ
ー
の
３
倍
近
く
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ネ
ッ
ト
依
存
傾
向
の

あ
る
生
徒
は
平
均
的
な
ユ
ー
ザ
ー

に
比
べ
て
あ
ま
り
運
動
を
し
て
い

な
い
生
徒
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。

甲州市の教育
シリーズ③

子ども達を
取巻く環境

山梨大学大学院
総合研究部医学域 教授

医学博士

山縣 然太朗さん

ネ
ッ
ト
依
存
と
は

ネ
ッ
ト
依
存
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
中
毒

で
、
満
足
を
得
る
た
め
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
非
常
に
長
い
時
間

ふ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
状
態
で

す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
睡
眠
不

足
な
ど
の
生
活
習
慣
の
乱
れ
や
不

登
校
、
さ
ら
に
は
心
身
の
健
康
を

害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
学
生
の
利
用
時
間
は

全
国
に
比
べ
て
少
な
い

　
甲
州
市
の
子
ど
も
の
携
帯
電
話

な
ど
の
利
用
状
況
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
を
も
っ
て

い
る
小
学
生
は
４
年
生
か
ら
６
年

生
で
男
子
で
は
25
％
、
女
子
で
は

35
％
、
中
学
生
は
男
子
が
43
％
、

女
子
は
57
％
で
学
年
が
上
が
る
ご

子どもの健康と
スマートフォンなど
ＩＣＴ（情報通信技術）
の関係

と
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
パ
ソ
コ
ン
、

携
帯
電
話
、
メ
ー
ル
な
ど
を
一

日
１
時
間
以
上
し
て
い
る
小
学

生
（
４
年
か
ら
６
年
）
は
男
子
で

42
％
、
女
子
は
19
％
、
中
学
生
男

子
が
42
％
、
女
子
が
36
％
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
文
部
科
学
省
の
調
査
（
ゲ
ー
ム

の
時
間
を
除
い
た
時
間
）
で
は
小

学
生
が
15
・
１
％
、
中
学
生
が

47
・
６
％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
甲
州
市
の
中
学
生
は
全
国
に
比

べ
て
、
ネ
ッ
ト
利
用
時
間
は
短
い

よ
う
で
す
。

　
こ
れ
は
、
中
学
校
と
家
庭
で
ス

マ
ホ
使
用
時
間
に
関
す
る
取
り
組

み
の
成
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。ネ

ッ
ト
依
存
の
疑
い
が

20
％

　
ネ
ッ
ト
依
存
の
程
度
は
ヤ
ン
グ

博
士
の
20
項
目
の
質
問
で
測
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

中
学
生
で
は
15
％
の
男
子
、

21
％
の
女
子
が
「
問
題
あ
り
」
に

分
類
さ
れ
ま
し
た
（
図
１
）。

　
総
務
省
の
全
国
調
査
で
は
中
学

生
の
43
・
２%

が
問
題
あ
り
に
分

類
さ
れ
て
お
り
、
甲
州
市
の
中
学

生
の
依
存
度
の
高
い
生
徒
の
割
合

は
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

５
人
に
１
人
は
ネ
ッ
ト
依
存
傾
向

で
あ
る
こ
と
は
問
題
で
す
。

　今から１１年前の２００４年２月に日本小児科医会、４月に
は日本小児科学会が、子どもがテレビ・ビデオを長時間見るこ
とはコミュニケーション能力が身につかず心身の発達に影響す
るとの警鐘を鳴らしました。最終回の第 3回は昨今話題になっ
ているネット依存、携帯電話やスマートフォンなどのＩＣＴ利
用と子どもの健康について解説します。

図１
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　甲州市グリーンツーリズム研究会と市は２
月１３日、甲州市農村ワーキングホリデーセ
ミナーを甲州市民文化会館で開催しました。
　農村ワーキングホリデーとは、主に都市部
に生活する「農業に関心がある人」「農業に取
り組んでみたい人」と、「農繁期の手助けを必
要としている農家」を結びつける援農制度の
ひとつです。
　仕組みとしては、数日間、農家と寝食を共
にしながら、無償ボランティアで農作業をお
手伝いするものです。
　今セミナーでは、この制度に詳しい鈴村源
太郎さん（東京農業大学准教授）が「ワーキ
ングホリデーで結ぶ都市と甲州市」と題して、
先進地の成功事例の説明や今後の展望など、
ワーキングホリデーから発展する「新しい農
村づくり」へのポイントを語ってくれました。

日本小児科学会等からの
子どもの健康とＩＣＴに関する提言
①スマホの管理は保護者であることを伝える。
②�子どもの健康に悪影響をおよぼしうることを認
識する。
③子どもと使い方のルールを決める。
④スマホの利用状況を確認する。
⑤�ルールが守れない場合は一度回収し、あらため
て話し合う。

初開催
甲州市農村
ワーキングホリデーセミナー

　また、第２部は、「農村ワーキングホリデー
の可能性を語ろう」をテーマにしたパネルディ
スカッションで、実際に農家に宿泊し農作業
を体験した山梨英和大学や東京農業大学の学
生らが、それぞの内容を発表し、互いに意見
を交わすなど、交流型の体験農業のあり方に
ついて語り合いました。

都市住民が
農繁期にお手伝い

保護者向け

　
こ
の
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
依
存
は

生
活
習
慣
や
心
の
健
康
に
関
連
し

て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

日
本
小
児
科
学
会
が
提
言

　
今
年
１
月
に
小
児
科
関
連
４
学

会
・
団
体
が
、
上
記
の
よ
う
な
子

ど
も
の
健
康
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る

提
言
を
し
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
の
不
適
切
な
使
用
は
生
活
習

慣
を
乱
し
て
、
心
身
の
健
康
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
の
み
な
ら
ず
、
他

者
と
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
「
社

会
性
の
発
達
」や「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」
を
低
下
さ
せ
る
と

の
研
究
結
果
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る

危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　
提
言
の
よ
う
に
、
親
子
で
じ
っ

く
り
と
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　３回にわたって甲州市の子ど
もたちの健康について解説をし
ました。甲州市のすべての子ど
もたちがすくすく育つ地域づく
りのために、すべての市民がそ
れぞれの立場から役割を担って、
日本一子どもたちが健やかに育
つまちをめざしましょう。

5 広報こうしゅう
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　健康づくりの目的により、運動をする時間帯や体の動かし方で、少しの時間でも大きな効果を得られること
があります。今回は健診結果から見えてきた皆さんの健康の様子から、効果的な運動についてお話したいと思
います。

健診結果から血糖値（HbA1c）が高い
方が６５％ ! 食後高血糖にご注意！
　平成２５年度本市特定健診結果から有所見者（基
準値を超えている者）を見てみると、HbA1c が受
診者全体の６５％で 3人に 2人と最も高くなって
います。HbA1c は過去 1～ 2 ヶ月の血糖の状態
を示します。
　空腹時血糖が正常範囲でもHbA1cが正常値より
高い場合、食後高血糖が疑われます。食後高血糖
は糖尿病の初期症状であると言われており、注意
が必要です。

運動は血糖値を下げる効果があり糖尿病を予防します！
　運動は基礎代謝を高め、太りにくい体質を作るだけでなく、糖の代謝を促し血液中の糖を減らし血糖値を下
げる効果もあります。

食後 30分から始める運動が食後高血糖の改善に効果大！
　食後３０分～ 1時間から始める運動は、糖が筋
肉に取り込まれやすくなり、血糖値を下げる効果
があります。ウォーキングはもちろんですが、「そ
の場足踏み」や「階段の昇降」は太ももの大きい
筋肉を使うので短時間でも効果があります。
　「ややきつい」と感じる程度の運動は、血糖降
下作用が運動後１２～７２時間持続すると言われ
ており、運動直後の食後
高血糖だけでなく、次の
食事の血糖上昇も抑える
効果があります。３食の
うち取り組みやすい食後
から始めてみませんか？

生活習慣病予防 その②
◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３２‐２１１１（内１１５）

保健師コラム

女性の健康づくりに「筋トレ」が◎！
アンチエイジングにも効果大！
　３月１日～８日は「女性の健康週間」
です。女性は家庭や社会でも健康を守
るキーパーソンとなることが多く女性
の元気は社会全体の元気の源といって
も良いかもしれません。女性は男性に
比べ筋肉や骨格が小さいので過体重などで膝や腰、関
節の負担につながりやすいです。女性がいきいき元気
で過ごすために筋トレは大変重要です。また、筋トレ
をすると老化を予防する「成長ホルモン」の分泌が促
進することも分かっており若返りも期待できます。

国保いきいきライフ通信

平成２５年度甲州市特定健診有所見者率

運動が大事なのは分かっている。でも時間の確保やどんな
運動がいいのか考えると一歩が踏み出せないんだよな。

基礎代謝ＵＰだけじゃない！
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高齢者
の

高齢者
の 地域包括支援センター

脳を活性化していきいきと生活しませんか！
●研修会　「はじめてみませんか、
　　　　　　脳いきいき生活」及び検査
■日　時　3月20日（金）
　　　　　受付開始　午後１時１５分～
　　　　　講演開始　午後１時３０分
※結果説明会　3月27日（金）
■場　所　塩山保健福祉センター
■対象者
　�６５歳以上の方で上記の 2日間とも
参加できる方
■持ち物　筆記用具、眼鏡（必要な方）
■定　員　５０名
■締切日　3月１６日（月）
◆申し込み・お問い合わせ先
　甲州市地域包括支援センター
　（介護支援課内）
　☎３２‐５６００

　
年
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

忘
れ
っ
ぽ
く
な
る
こ
と
は
多

く
の
方
が
経
験
さ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
物
の
名
前
が

出
に
く
い
、
何
か
を
取
り
に

行
っ
た
の
に
何
を
取
り
に
来

た
の
か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
等

の
こ
と
が
あ
る
と
、
こ
れ
は

認
知
症
で
は
な
い
か
？
と
不

安
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。

　
市
で
は
、認
知
症
を
知
り
、

予
防
す
る
た
め
の
秘
訣
を
学

ぶ
機
会
と
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

認
知
症
予
防
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
か
ら
講
師
を
招
い
て

研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
日
に
は
45
分
ほ
ど

で
で
き
る
認
知
機
能
を
知
る

検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、「
フ
ァ
イ
ブ
・
コ
グ

検
査
」
と
い
い
、
認
知
力
低

下
の
早
期
発
見
や
予
防
に
役

立
つ
検
査
と
し
て
有
用
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
自
分
の
結
果
か

ら
認
知
力
に
異
常
が
な
く
て

も
健
康
で
い
る
た
め
、
ま
た

軽
い
機
能
低
下
が
あ
る
場
合

で
も
改
善
に
向
け
た
日
常
生

活
で
の
秘
訣
を
得
ら
れ
る
よ

う
「
す
こ
や
か
脳
教
室
」
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
事
前
に

申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
の
み

の
参
加
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

妊娠が分かったとき
母子健康手帳交付
何でも相談できる
保健師さんとの出会い。
　「うれしい」。妊娠がわかったとき、お父さん
やお母さんは大きな喜びを感じます。
でも・・・・、出産まで何をすればよいのか、
わからない。
　まず、妊娠が分かったら「母子健康手帳」の
交付を受けましょう。
　母子健康手帳は、妊娠中や出産後のお母さん
の健康状態や赤ちゃんの成長、予防接種等の記
録をする大切なものです。

　母子健康手帳を受け取る時には、妊娠中から
出産・子育てについて相談できる市の保健師さ
んと出会えます。
　市では、塩山保健福祉センターで毎月２回、
母子健康手帳交付を行っています。
　交付日に都合がつかない場合は、事前に健康
増進課にお問い合わせください。

◆母子健康手帳交付のお問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３‐７８１３
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甲州市ニュース甲州市ニュース
まちの話題を　お届けします

　２月１日、文化財防火デーの一環として、国指定重要文化
財の熊野神社でその他火災を想定した消防演習が行われまし
た。
　塩山消防署、甲州市消防団奥野田分団、熊野神社自衛消防
隊・氏子、熊野区民が集い、神社関係者及び近隣住民による
初期消火の演習や、消防署隊と消防団隊の連携した火災防ぎ
ょ演習などを通し、防火意識の啓発を行うとともに文化財を
守ることの大切さを再認識しました。

文化財防火デー 熊野神社で消防演習！

　節分の２月３日、市内各地で節分行事が行われました。
　菅田奉賛会は、地元の皆さんが「赤鬼」「青鬼」に扮し、
商店街や保育所など地域を練り歩く恒例の節分行事を行い
ました。
　「おには～そと」「ふくは～うち」と塩山愛育園では、鬼
のお面を作り、元気に豆まきをする園児のまえに、赤鬼と
青鬼が登場。すると、あまりの怖さで園児が大泣きする様
子に、「まかせろ」とお兄さん園児が鬼に豆を投げつけ、園
庭から鬼を退治しました。
　勝沼町の国宝「柏尾山　大善寺」でも同日、古くから伝
わる節分会追儺祭が行われました。
　訪れた多くの参詣者は「家内安全」「商売繁盛」など１年
間の幸福と安穏を祈り願う護摩を焚いたあと、住職らがま
く「福豆」を両手いっぱいに拾っていました。

２月３日は節分の日
市内各地で節分行事が行われました。

「おには～そと」「ふくは～うち」（塩山愛育園）

「福豆」を拾おうと両手いっぱい広げる参詣者（大善寺）

　２月１５日、「訓練でできないことは本番でも出来ない」
と等々力地区は等々力公民館で防災訓練を行いました。
　当日は、およそ２００名の区民が防災訓練に参加。災害発
生時の伝達方法をはじめ、初期消火、応急救護、初期消火な
ど住民同士が連携して行う訓練のほか、地震体験車や煙体験
ハウスを通じて地震の怖さや火災の煙の様子を実際に体験し
ました。
　「災害はいつ起きるかわからない」と参加した皆さんが話
すように、これまでの震災から「迅速かつ冷静さ」を学び、
まずは自分で、そして地域で支え合う「自助・共助」の重要
性を防災訓練で学びました。

自助・共助を学ぶ　等々力地区「防災訓練」

熊
野
神
社
で
の
放
水
訓
練
の
様
子

災害の発生を想定し、応急救護の訓練を行いました。
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甲州市ニュース甲州市ニュース
まちの話題を　お届けします

　２月５日、大藤・神金保育所の園児が卒園証書の手
すきに挑戦しました。市では、市立保育所全６園で手
すきの卒園証書づくりを計画し、市内で障害者を雇用
して手すき紙製品を作る施設を運営している「ＮＴＴ
クラルティ」の担当者を講師に招いて、各園でワーク
ショップを開催しました。
　本年度いっぱいで休園となる大藤、神金の園児１４
人が大藤保育所に集まり、参加しました。原料となる
紙パックを手でちぎり、溶かした紙を水の中からすく
い上げて作成しました。
　今回作成した証書は、３月下旬の卒園式、修了式で
園児に手渡されます。

手すきで作る　最後の卒園証書

慎重に、真剣に手すきを行う園児たち（大藤保育所）

　２月１８日と１９日、不二家マスコットキャラクタ
ーのペコちゃんが全国を巡る「不二家キャラバン隊」
が市内保育園を訪れました。
　このキャラバン隊は、「未来を担うお子さまたちの、
健やかな成長を応援したい」と同社創業１００周年を
記念した地域貢献活動として２０１０年にスタートし
ました。
これまで、３９５箇所（１月末時点）を巡り、多くの
園児と交流しました。
　今回、初めて甲州市を訪れたペコちゃんは、クイズ
や踊りを通して、子どもたちに大きな笑顔を咲かせて
くれました。

不二家のペコちゃんが
甲州市にやってきました♪

市内９つの保育施設へペコちゃんからのプレゼントが
ありました♪（２月１９日、奥野田保育所）

　２月８日、童謡「花かげ」に登場した甲州市塩山上
於曽の向嶽寺近くの遊歩道に桜並木を復活させようと
活動する塩和会は塩ノ山の西麓遊歩道で植樹祭を行い
ました。
　遊歩道はかつて桜が咲き誇る名所だったと伝えられ
ており、昔の姿に戻し、後世まで永く残していくこと
を目的に桜や塩ノ山を愛する有志が集まり、昨年１０
月に団体を立ち上げ、活動しています。
　当日は同会のメンバーら約１００人が参加し、「花
かげ」を合唱した後、遊歩道沿いにシダレザクラやソ
メイヨシノなど１００本の桜を植えました。

花かげの道　復活プロジェクト
　　～花かげの道　植樹祭～

雪にも負けず、大きく育ち咲き誇って欲しいと願いを
込めて植樹する参加者
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情
報

information

公
的
年
金
の
加
入
方
法
の
ご
案
内

年
金
は
誰
も
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
日

本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
す
べ
て
の
方
は
、
公
的
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加

入
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

・
第
１
号
被
保
険
者

　

�

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職

の
方
な
ど
で
、
加
入
手
続
き
は
市
役
所
国

保
年
金
課
の
窓
口
で
行
い
ま
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者

　

�

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
保

険
や
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、

加
入
手
続
き
は
勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者

　

�

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
の
方
で
、
加
入
手
続
き
は
第
２
号
被

保
険
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
年
金
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
３・
１
１
４
）

　
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１
（
代
）

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
が

便
利
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振

替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険

料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融

機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納

め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料

を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付
書
ま

た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印

を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
ま
た

は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１
（
代
）

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
を
３
月
中
に
郵

送
し
ま
す　

　
被
保
険
者
証
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
と
い
う
証
明
書
で
す
。
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
中
の
方
で
、
国

民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
に
、

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
被
保
険
者
証
を
、
３

月
中
に
世
帯
主
宛
に
配
達
証
明
付
郵
便
で
郵

送
し
ま
す
。

※�

平
成
27
年
３
月
２
日
時
点
で
国
民
健
康
保

険
税
に
未
納
が
あ
る
世
帯
は
、
被
保
険
者

証
の
代
わ
り
に
短
期
被
保
険
者
証
ま
た
は

資
格
証
明
書
（
医
療
機
関
で
の
支
払
い
は

10
割
自
己
負
担
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◎
短
期
被
保
険
者
証
と
は
、

　

�

有
効
期
限
を
1
ヶ
月
等
に
区
切
っ
た
被
保

険
者
証
で
す
。

◎
資
格
証
明
書
と
は
、

　

�

被
保
険
者
証
の
代
わ
り
に
交
付
さ
れ
る

も
の
で
、
医
療
機
関
で
提
示
し
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
窓
口
で
全
額

（
10
割
）
を
支
払
い
、
国
民
健
康
保
険
負

担
分
（
保
険
給
付
分
）
は
、
国
保
年
金
課

へ
申
請
し
、
そ
の
後
の
納
税
状
況
に
よ
り

償
還
払
い
と
な
り
ま
す
。

※�
今
年
度
か
ら
は
被
保
険
者
証
ケ
ー
ス
を
同

封
送
付
い
た
し
ま
せ
ん
。
以
前
か
ら
お
使

い
の
ケ
ー
ス
を
ご
使
用
い
た
だ
く
か
、
新

し
い
ケ
ー
ス
が
必
要
な
方
は
、
国
保
年
金

課
（
１
階
２
‐
１
窓
口
）
及
び
勝
沼
・
大

和
各
支
所
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
必
要
に

応
じ
て
取
得
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
被
保
険
者
証
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
国
保
年
金
課　
国
保･

年
金
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
１
２
～
１
１
４
）

◆�

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
先

　
収
納
課　
徴
収
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
７
１
、
１
７
２
、
３
７
３
）

◆�

国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
先

　
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

※�不燃ごみステーション（金物
類）への出し方について！�

　最近、不燃ごみ（金属類）で、スプレー缶（ガ
ス缶）等の中身が残った状態で出される事があ
り、収集及び処理する時に爆発する危険性
がありますので、必ず穴を開けて出してく
ださい。

◆�環境政策課�◆
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■
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
休
祭
日
を
除
く

■
持
ち
物

　

�

印
鑑
、
運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金
手
帳
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
印
鑑
登
録
証
等

の
市
か
ら
発
行
さ
れ
た
書
類
全
て
。

※�

な
り
す
ま
し
に
よ
る
異
動
届
を
防
止
す
る

た
め
に
も
、
窓
口
で
の
本
人
確
認
書
類
の

提
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

甲
州
市
母
子
保
健
計
画
（
案
）
に

関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

つ
い
て

　
生
涯
を
通
じ
た
健
康
の
出
発
点
で
あ
り
、

次
の
世
代
を
安
心
し
て
生
み
育
て
て
い
く
た

め
の
基
盤
と
な
る
母
子
保
健
の
推
進
を
目
指

し
て
、こ
の
た
び
「
甲
州
市
母
子
保
健
計
画
」

（
素
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様

の
声
を
反
映
す
る
た
め
、
ご
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

■
閲
覧
場
所

・
市
役
所
本
庁
舎　
健
康
増
進
課
（
１
階
）

・
勝
沼
支
所　
・
大
和
支
所

■
募
集
期
間　
３
月
16
日
（
月
）
ま
で

■
意
見
提
出
の
対
象
と
な
る
方

①
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

②
市
内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
方

③�

市
内
で
事
業
、
ま
た
は
活
動
を
行
う
法
人

や
団
体

④�

市
に
対
し
て
納
税
義
務
が
あ
る
方
、
法
人

や
団
体

⑤�

①
～
④
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
計
画
に

具
体
的
に
関
係
す
る
法
人
や
団
体

■
意
見
の
提
出
方
法

　

�

意
見
は
任
意
の
様
式
に
、
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
、

ま
た
は
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

な
お
、
電
話
や
口
頭
に
よ
る
ご
意
見
は
お

受
け
い
た
し
か
ね
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
先

①
郵
送

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
役
所　
健
康
増
進
課

　
健
康
づ
く
り
担
当

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　
送
信
先

　

32
‐
３
０
７
２

　
甲
州
市
役
所　
健
康
増
進
課　
あ
て

③
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

kenkouzoushin@
city.koshu.lg.jp

④
持
参
・
提
出
先

・
甲
州
市
役
所　
健
康
増
進
課

・
勝
沼
支
所

・
大
和
支
所

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当　
　

　
☎
33
‐
７
８
１
２
、
33
‐
７
８
１
３

平
成
27
・
28
年
度
甲
州
市
消
費
生

活
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
消
費
生
活
の
多
様
化
に
伴
い
、

消
費
者
の
苦
情
相
談
及
び
意
見
に
関
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
、
こ
れ
を
消
費
者
行

政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
関
係
行
政
機

関
と
連
絡
し
て
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
た

め
に
消
費
生
活
相
談
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

・�

地
域
に
お
け
る
消
費
者
の
苦
情
を
市
に

報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

市
が
実
施
す
る
研
修
会
（
市
内
）
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

・�

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、
消
費
者

問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
が
あ
る

方
（
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。）

・�

市
が
実
施
す
る
研
修
会
（
市
内
）
に
参
加

す
る
こ
と
が
可
能
な
方

■
募
集
人
数　
若
干
名

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
地
域
バ
ラ
ン
ス

な
ど
を
考
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。

※
選
考
結
果
は
３
月
中
に
通
知
し
ま
す
。

■
任　
期　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

■
謝　
礼

　
活
動
の
謝
金
は
年
額
４
，
５
０
０
円
で
す
。

※�

研
修
会
の
参
加
に
要
す
る
経
費
な
ど
を
含

み
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

�

応
募
用
紙
に
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
、
応
募

理
由
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
市
民
課
市
民
生
活

担
当
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■
応
募
期
間

　
３
月
２
日
（
月
）
～
３
月
20
日
（
金
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

引
越
し
等
の
住
民
異
動
届
の
手
続

き
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
お
引
越
な
ど
で
住
所
の
変
更
が
あ
る
方
は
、

住
民
異
動
届
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
転
入
届（
市
外
か
ら
の
引
越
）、転
居
届（
市

内
で
の
引
越
）
は
、
新
し
く
住
み
始
め
て
か

ら
14
日
以
内
、
転
出
届
（
市
外
へ
の
引
越
）

は
、
引
越
予
定
日
の
14
日
前
か
ら
の
受
付
と

な
り
ま
す
。
転
出
届
は
、
ま
ず
市
民
課
で
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
に
、「
転
出
証

明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
転
出
先
の
住
所

が
わ
か
ら
な
い
と
住
所
変
更
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
転
出
証
明
書
は
、
引
越
先
の
市
区
町
村
で

転
入
届
の
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

カ
ー
ド
で
の
転
出
・
転
入
の
手
続
き
と
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
住
民
異
動
届
の
時
間
外
受
付
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
市
役
所
の
開
庁
時
間
（
月
曜

日
～
金
曜
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
）
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
異
動
届
の
際
に
は
、
関
係
窓

口
で
の
手
続
き
も
あ
り
ま
す
の
で
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
来
庁
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
住
民
異
動
届
の
手
続
き
が
出
来
る

の
は
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
員
に
限
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
方
が
手
続
き
を
す
る
場
合

は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
窓
口

・
市
役
所
本
庁
舎　
市
民
課

・
勝
沼
支
所　
・
大
和
支
所
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農
振
除
外
申
出
の
受
付
に
つ
い
て

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
農
振
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
く
農

用
地
区
域
内
の
農
地
を
宅
地
等
に
利
用
し
た

い
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会
に
農
地
転
用
申

請
を
す
る
前
に
、
農
振
法
に
基
づ
く
農
振
除

外
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
の

と
お
り
申
出
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

１
．
事
前
相
談

　

�

農
振
除
外
は
す
べ
て
の
農
地
で
出
来
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

�

除
外
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
農
地
な
の
か

事
前
に
産
業
振
興
課
農
地
担
当
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

�

ま
た
、
申
出
書
作
成
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
事
前
の
相
談
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

　

�

書
類
の
作
成
が
間
に
合
わ
な
い
と
翌
年
ま

で
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
．
申
出
受
付
期
間

⑴�

平
成
27
年
5
月
13
日
（
水
）
～

平
成
27
年
5
月
29
日
（
金
）　

⑵
提
出
先

　
産
業
振
興
課
農
地
担
当

　
（
本
庁
舎
２
階
15
番
窓
口
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
休
祭
日
を
除
く
）

※�

受
付
期
間
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
期
間
終
了
後
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

３
．
対
象
の
農
地

　

�

具
体
的
な
計
画
（
住
宅
建
築
等
）
が
あ
り
、

許
可
後
１
年
以
内
に
転
用
申
請
す
る
も
の

に
つ
い
て
、
他
に
代
替
す
る
土
地
が
な
く
、

集
団
的
農
用
地
や
農
業
振
興
計
画
へ
の
支

障
が
無
い
必
要
最
小
限
の
農
地
で
、
概
ね

１
０
，
０
０
０
㎡
未
満
の
申
出
を
対
象
と

し
ま
す
。

※�

除
外
は
必
要
最
小
限
で
す
の
で
、
計
画
に

必
要
な
面
積
を
算
出
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．
申
出
書
類
に
つ
い
て

　

�

申
出
書
は
産
業
振
興
課
（
本
庁
舎
２
階
15

番
窓
口
）
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　

�

ま
た
、
甲
州
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。（
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
）

※
注
意
事
項

ア�
既
に
除
外
さ
れ
て
い
る
農
地
を
所
有
し
て

い
る
場
合
は
そ
ち
ら
の
土
地
を
使
用
す
る

こ
と
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

　

�

ま
た
、
所
有
の
除
外
さ
れ
て
い
る
農
地
は

農
振
農
用
地
へ
編
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

イ�

土
地
基
盤
整
備
・
土
地
改
良
事
業
等
（
畑

地
帯
総
合
整
備
事
業
な
ど
）
に
係
る
地
区

内
の
農
地
に
つ
い
て
は
事
業
が
完
了
し
た

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
8
年
間
は
除
外
で

き
ま
せ
ん
。

ウ�

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
産
業
振
興
課
農

地
担
当
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※�

申
出
し
た
農
地
が
必
ず
除
外
で
き
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ

い
。

※�

既
に
除
外
さ
れ
て
い
る
農
地
の
農
振
農
用

地
へ
の
編
入
も
受
付
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
農
地
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

平
成
27
年
度　

市
民
農
園
（
一
葉

や
さ
い
文
学
園
）
利
用
者
募
集

　
市
民
の
皆
様
に
野
菜
や
草
花
等
を
栽
培
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
農
業
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
農
園
を
開

設
し
て
い
ま
す
。�

　
市
民
農
園
で
は
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
う
こ

と
は
も
と
よ
り
、
家
族
や
市
民
相
互
の
ふ
れ

あ
い
の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
も
の

と
思
い
ま
す
。�

　
農
作
業
を
通
じ
て
自
然
と
ふ
れ
合
い
、
お

い
し
い
野
菜
を
作
っ
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
使
用
料

　
区
画
面
積
32
㎡
：
３
，
８
８
０
円
／
年
額

　
　
　
　
　
40
㎡
：
５
，
１
８
０
円
／
年
額

■
募
集
期
間

　
3
月
2
日
（
月
）
～
３
月
13
日
（
金
）

■
貸
出
日　
平
成
27
年
4
月
1
日
～

平
成
28
年
3
月
31
日

■
募
集
方
法

　

�

次
の
場
所
で
申
請
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　
（
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

◎
産
業
振
興
課　
農
地
担
当

　
（
本
庁
舎
２
階
15
番
窓
口
）

※
１
世
帯
１
区
画
の
使
用
と
し
ま
す
。

※�

申
請
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
農
地
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で　
　

働
き
ま
せ
ん
か

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
塩
山
事
務
所
で

は
、
入
会
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時　
３
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　
　
４
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　
　
５
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　
６
月
12
日
（
金
）

　
※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

■
場　
所

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
塩
山
事
務
所

　
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
事
務
所
内
）

■
内　
容

　

�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
内
容
、
就
業

の
仕
方
な
ど
の
説
明

※
参
考
（
主
な
仕
事
内
容
）

　

�

除
草
、
剪
定
、
清
掃
な
ど
の
軽
作
業
、
農

作
業
の
手
伝
い
、
家
事
手
伝
い
な
ど

■
対　
象

　

�

お
お
む
ね
58
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

公
益
社
団
法
人
東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
塩
山
事
務
所

　
☎
32
‐
４
１
１
０
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勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅　
　
　
　
　
　

「
駅
か
ら
景
観
」
改
善
事
業

～
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を

　
　景
観
配
慮
色
に
し
て
み
よ
う
～

　ペ
ン
キ
塗
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
の
正
面
、
勝
沼
ぶ
ど
う

の
丘
東
側
斜
面
の
白
い
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
景

観
配
慮
色
に
塗
り
替
え
て
良
好
な
景
観
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
日
本
有
数
の
「
駅
か
ら
景
観
」
を
目
指
し

て
み
ん
な
で
塗
り
替
え
よ
う
！

■
日　
時　
３
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午
（
予
定
）

■
集
合
場
所

　
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
前

■
作
業
場
所

　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
東
側
斜
面
の
農
道

■
持
ち
物
等　
手
袋
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装

■
そ
の
他

・�

道
具
の
準
備
の
た
め
あ
ら
か
じ
め
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・�

雨
天
（
小
雨
も
）
の
場
合
は
中
止
と
な
り

ま
す
。

■
申
込
期
限　
3
月
16
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
整
備
課

　
☎
32
‐
５
０
７
２　

32
‐
５
０
７
９

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

toshiseibi@
city.koshu.lg.jp

第
３
回
サ
ポ
ス
テ
移
動
相
談
会　

開
催

若
者
の
就
職
支
援

　『働
き
た
い
』
を
カ
タ
チ
に
し
よ
う
よ
！

■
対
象
者
・
対
象
内
容

　

�

就
職
に
意
欲
の
あ
る
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で

の
方
と
そ
の
ご
家
族
に
対
し
て
専
門
ス
タ

ッ
フ
が
仕
事
・
自
立
・
進
路
等
の
相
談
に

無
料
で
対
応
し
ま
す
。

■
開
催
日
時　
３
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

■
相
談
場
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館�

２
階�

第
３
会
議
室

■
申
込
方
法

　

�

前
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
当
日
も
可
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
山
梨
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
０
５
５
‐
２
３
０
‐
２
２
３
９

　任期満了に伴う甲州市農業委員会一般選挙により、当選
された２９名の委員に続き、市議会、農協、農業共済、土
地改良区からの推薦による 7名の委員が選任されました。
　2月 2日の臨時総会で、会長に平山尋文氏（上粟生野）、
会長職務代理に飯島務氏（上井尻）と西矢惠太朗氏（菱山）
の 2名が選出されました。なお、各委員の担当地区は次の
とおりです。
◎甲州市農業委員会委員
（敬称略・カッコ内は担当地区・※印は推薦による委員）
・坂本　　忠（千野上、千野下）
・早川　　博（下於曽）
・窪川　哲郎（上塩後、上於曽）※市議会
・平山　重三（下塩後）
・根津　信彦（赤尾）
・菊島　正輝（下萩原）※農協
・雨宮　　宏（牛奥、西野原）
・荻原　一重（西広門田、熊野）
・飯島　　務（上井尻）
・竹井　正人（三日市場）
・長沢　光高（小屋敷）
・藤原　英一（藤木、下柚木）
・南　　秀岳（中萩原第 1、第 2、下粟生野）
・平山　尋文（中萩原第 3、上粟生野）
・宮原　王春（上切下、下切）
・手塚　　勲（上小田原、上切上、一之瀬高橋）※市議会
・中村　一男（下小田原）
・萩原　勝俊（下竹森、福生里）
・小佐川　武（上竹森、平沢）
・今井　　壽（勝沼 4区、5区、6区、7区）
・雨宮　芳文（勝沼 11区、12区）※市議会
・原　　　勝（勝沼 8区、9区、10区）
・佐藤　和也（勝沼 1区、2区、3区、13区）
・丹澤　英一（下岩崎）
・佐藤　定之（上岩崎）※市議会
・小川　利雄（藤井）
・駒田　　裕（小佐手）
・大村　公宏（山）
・中山　　仁（綿塚）※土地改良区
・三科　健造（休息）
・三森　一雄（菱山 5区、6区）※農業共済
・神宮司昭男（菱山 2区、3区、4区）
・西矢惠太朗（菱山 1区、7区、9区、10区）
・小池　宣弘（中原）
・有賀　利隆（天目、田野、水野田、丸林、古部）
・佐藤　　充（宮本、日影、鶴瀬、共和）
◆お問い合わせ先
　甲州市農業委員会　事務局
　☎３２‐５０９２

農
業
者

の
代
表 第５期甲州市農業委員会
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雛
と
落
語
と
甘
草
屋
敷

　
甘
草
屋
敷
で
落
語
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
橘
家
蔵
之
助
師
匠
に
よ
る
落
語
は
も
ち

ろ
ん
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
も

活
躍
中
の
渡
部
郁
子
さ
ん
と
の
ト
ー
ク
も
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
敷
居
が
高
い
と
思

っ
て
い
る
方
や
初
め
て
の
方
も
、
こ
の
機
会

に
是
非
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
３
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
～

■
出　
演　
橘
家
蔵
之
助
師
匠

　
　
　
　
　
渡
部
郁
子
さ
ん

第
10
回
ひ
な
飾
り　
　
　
　
　
　

春
の
宴
コ
ン
サ
ー
ト

　
現
在
開
催
中
の
『
第
13
回
甲
州
市
え
ん
ざ

ん
桃
源
郷　
ひ
な
飾
り
と
桃
の
花
ま
つ
り
』

に
あ
わ
せ
、
筝
な
ど
に
よ
る
和
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
華
や
か
な
ひ
な
飾
り
と

優
雅
な
和
の
音
色
が
、
甲
州
の
春
を
彩
り
ま

す
。

■
日　
時　
４
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
６
時
～

■
出　
演

　
筝　
　
窪
田　
礼
子　
　
窪
田
さ
や
か

　
　
　
　
輿
水　
清
枝　
　
廣
瀬　
眞
弓

　
　
　
　
三
枝
真
由
美　
　
田
邊　
優
里

　
囃
子　
間
瀬
え
り
か

■
曲　
目　

�

夕
顔
、
泉
、
四
季
の
日
本
古
謡
、

編
曲
越
後
獅
子
ほ
か

　狂犬病予防注射を４月から５月にかけて市内各会場で実施します。登録している犬の飼い主宛にお知ら
せハガキが３月中旬に届きますので、会場の確認をして必ず接種をしてください。
　なお接種する会場には、お知らせハガキを必ず持参してください。

○注射料金は以下のとおりです。会場でお支払いの際は、おつりのないようにご協力をお願いします。

※�集団注射会場の見直しで、会場の統合や時間の変更をしております。お近くの会場についてご確認して
いただき、ご都合のよい時間や場所での接種をお願いいたします。
■注意事項
　・新たに犬を飼育する場合は新規登録料として３，０００円（別途）必要になります。
　・注射の際に犬が興奮しますので、必ず制御できる方が同伴してください。
　・注射会場へ来られない場合はかかりつけの動物病院でも接種できます。
　・飼い犬に年１回の狂犬病予防注射を接種することは法律で義務付けられています。
◆お問い合わせ先
　甲州市役所　環境政策課　　☎３２‐２１１１（内２４３、２４４）
　勝沼支所　　市民福祉担当　☎４４‐１１１１（内２２）
　大和支所　　市民福祉担当　☎４８‐２１１１（内１２）

平成２７年度『狂犬病予防注射』を実施します！

◎料金について（一頭につき）	 ３，５００円
　（内訳）	 狂犬病予防注射手数料	 ２，９５０円
	 注　射　済　票　代	 ５５０円

ひ
な
飾
り
と
一
緒
に
楽
し
む
、
甘
草
屋
敷 

春
の
イ
ベ
ン
ト

■
場　
所

　
旧
高
野
家
住
宅
「
甘
草
屋
敷
」

※
入
場
無
料
・
事
前
申
込
不
要

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
文
化
財
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７
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第
13
回
甲
州
市
え
ん
ざ
ん
桃
源
郷
ひ
な

飾
り
と
桃
の
花
ま
つ
り
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
の
ご
案
内

　
ひ
な
飾
り
と
桃
の
花
ま
つ
り
開
催
に
合
わ

せ
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日　
時　
３
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　
開
場　
午
後
６
時

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
６
時
30
分

■
場　
所　
甘
草
屋
敷

■
出　
演　

　
Ｎ
Ｙ
Ｔ
（
ギ
タ
ー
・
バ
イ
オ
リ
ン
）

■
参
加
費　
無　
料

■
定　
員　
60
名
（
事
前
申
込
）

■
受
付
期
間　
３
月
13
日
（
金
）
ま
で

※�

定
員
に
な
り
次
第
締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
交
流
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
１
０
０
０

２
０
１
５
フ
ッ
ト
パ
ス　

　歴
史
と
文
化
の
香
り
高
い
塩
山
・
千
野
地

区
を
歩
き
武
田
信
春
の
遺
徳
に
ふ
れ
る
旅

　
武
田
信
玄
公
の
７
代
前
の
甲
斐
の
国
の
守

護
、
武
田
信
春
の
館
、
千
野
城
周
辺
を
め
ぐ

り
往
時
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
先

人
の
思
い
が
刻
ま
れ
た
史
跡
や
地
名
が
み
ら

れ
、
ト
ロ
ッ
コ
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
る
と
千

野
千
石
と
呼
ば
れ
た
肥
沃
な
耕
地
が
広
が
り

ま
す
。

■
日　
時　
３
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　
受
付　
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
出
発　
午
前
９
時
15
分

　
　
　
　
　
終
了　
正
午
（
予
定
）

　
　
　
　
※
雨
天
の
場
合
は
中
止

■
集
合
場
所

　
塩
山
ふ
れ
あ
い
の
森
総
合
公
園
駐
車
場

　
（
噴
水
施
設
前
の
駐
車
場
）

■
定　
員　
30
名

■
参
加
費

　
１
，
０
０
０
円

　
（
保
険
代
、
資
料
代
、
お
茶
代
等
）

■
案　
内　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

■
申
込
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
係

　
☎
０
８
０
‐
１
２
２
３
‐
８
３
０
２

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
る
～
く　
こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

　
事
務
局

　
（
甲
州
市
観
光
交
流
課
内
）

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
９
２
）

　気温がマイナス４度以下になると、水道管が凍結
する恐れがあります。
　凍結した水道管が破裂すると、大切な水道水を無
駄にするばかりではなく、水道料金や修理費用が必
要以上にかかることになりますので、冬季は気象情
報に十分注意していただき、自宅の水道管の「凍結
防止策」を万全にしましょう。
■凍結を防ぐ方法
◯�散水・手洗い用など屋外にある蛇口の水道管が露
出している箇所があれば、凍結防止策をしてくだ
さい。
◯�市販されている保温カバーの使用や古毛布などを
巻いた上からビニールなどでカバーをする簡単な
方法でも効果があります。
◯�朝方の冷え込みが予想されるときや旅行などで長
期間不在になるときは、水抜き栓（不凍栓）を操
作して、水道管の中の水をあらかじめ抜いておけ
ば凍結を妨げます。
◯�水道管に凍結防止用の電熱線が巻いてあるときは、
コンセントが差し込んであることを確認してくだ
さい。
■もし凍結してしまったら
◯�凍結した箇所にタオルなどをかけて、その上から
ぬるま湯をゆっくりかけてください。

◯�熱湯をかけたり直火を当てたりすると、器具や水
道管が破損する恐れがありますので注意してくだ
さい。
■水道管が破裂したとき
◯�メーターボックス内にバルブがある場合は、閉め
ることで漏水を止めることが出来ます。水を止め
た後、甲州市指定水道工事業者に修理を依頼して
ください。
■定期的な漏水自己点検を
◯�家庭内の全部の蛇口を完全に締め、水道メーター
のパイロットマーク（丸い銀色部分）が少しでも
回っていれば漏水している可能性があります。定
期的に点検することをお勧めします。
◯�漏水をしている場合は、直ぐに甲州市指定水道工
事業者に修理を依頼してください。
■水道課からのお願い
◯�水道本管の漏水により道路上に流れ出た水が凍結
すると大変危険です。道路での漏水を発見した場
合は、水道課までご連絡をお願いします。

◆お問い合わせ先
　水道課　☎３２‐２１１１（内１９２）

水道管の凍結にご注意を
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ア
メ
リ
カ
エ
イ
ム
ズ
市
市
民
訪
問

団
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
６
月
中
旬
に
友
好
都
市
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ア
イ
オ
ワ
州
エ
イ
ム
ズ
市
と
の
交
流
事
業
と

し
て
、
エ
イ
ム
ズ
市
市
民
訪
問
団
が
甲
州
市

を
訪
れ
ま
す
。
甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
で

は
、
訪
問
団
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ

て
い
た
だ
け
る
ご
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。
市

民
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◎
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
募
集

　
ご
協
力
い
た
だ
く
内
容
は
、
甲
州
市
滞
在

中
の
宿
泊
と
食
事
（
主
に
朝
食
、夕
食
）
で
す
。

５
日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
団
員
は
、
日
中
は
甲
州
市
国
際
交
流

委
員
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
を
い
た
し
ま

す
。
エ
イ
ム
ズ
市
の
方
々
と
の
直
接
の
交
流

等
、
国
際
色
豊
か
な
体
験
が
出
来
ま
す
。

■
日
程
予
定

　
６
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
対
象
者

　
エ
イ
ム
ズ
市
民
訪
問
団
員
約
15
名
程
度

　
（
現
時
点
で
の
予
定
と
な
り
ま
す
。）

■
応
募
方
法

　

�

受
け
入
れ
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
27

日
（
金
）
ま
で
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※�

27
年
度
は
甲
州
市
市
民
訪
問
団
を
ア
メ
リ

カ
エ
イ
ム
ズ
市
へ
派
遣
予
定
で
す
。

　

�

派
遣
時
期
は
９
月
中
旬
か
ら
下
旬
の
８
日

間
程
度
の
予
定
で
す
。
詳
細
は
広
報
４
月

号
に
掲
載
し
ま
す
。
市
民
訪
問
団
に
興
味

の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会　
事
務
局

　
（
甲
州
市
役
所　
市
民
課

　
市
民
参
画
・
協
働
担
当
）

　
☎
32
‐
５
５
８
３

甲
州
市
国
際
交
流
の
集
い
２
０
１
５

参
加
者
募
集

　
甲
州
市
に
お
住
ま
い
や
お
勤
め
の
外
国
人

の
み
な
さ
ん
を
、
甲
州
市
内
の
色
々
な
ス
ポ

ッ
ト
へ
ご
案
内
し
ま
す
。
今
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
甲
州
市
を
知
り
、
交
流
の
輪
を
広
げ
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ま
た
、
外
国
の
方
達
と
交

流
を
し
た
い
と
い
う
方
も
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
３
月
15
日
（
日
）　

　
　
　
　
　
午
前
８
時
50
分　
集
合

　
　
　
　
　
午
後
３
時
ご
ろ　
解
散
予
定

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階
ロ
ビ
ー
（
集
合
）

■
日　
程

　

�

甲
州
市
役
所
→
放
光
寺
→
大
和
自
然
学
校

（
昼
食
含
む
）
→
い
ち
ご
狩
り
→
甲
州
市

役
所

■
対　
象

　

�

市
内
に
お
住
ま
い
も
し
く
は
お
勤
め
の
方

（
応
募
多
数
の
場
合
、
外
国
籍
の
方
を
優

先
い
た
し
ま
す
）

■
参
加
費　
１
人　
１
，
０
０
０
円　

■
申
込
期
限　
３
月
９
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
事
務
局

　
市
民
課　
市
民
参
画
・
協
働
担
当

　
☎
32
‐
５
５
８
３

＊
い
に
し
え
の
丘

　【星
降
る
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
】

　
今
年
は
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
杉
本
周
介
氏
を
お

迎
え
し
、
岡
村
孝
子
氏
も
フ
ラ
ウ
ト
・
ト
ラ

ヴ
ェ
ル
ソ
で
バ
ロ
ッ
ク
の
世
界
に
お
誘
い
し

ま
す
。

■
日　
時　
３
月
21
日
（
土
・
祝
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

　
　
　
　
　
（
開
場　
午
後
６
時
30
分
）

■
定　
員　
60
名

※�

事
前
申
し
込
み
は
不
要
。
一
部
立
ち
見
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

■
場　
所　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
ロ
ビ
ー

■
参
加
費　
無　
料

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

�

Ｃ
．
Ｐ
．
Ｅ
．
バ
ッ
ハ
：�

フ
ル
ー
ト
と

チ
ェ
ン
バ
ロ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ�

ト
長
調�

Ｗｑ
．
86
他

＊
青
楓
美
術
館
開
館
40
周
年
記
念

　【津
田
青
楓
の
描
い
た
花
た
ち
】

　
開
館
よ
り
40
年
を
迎
え
た
青
楓
美
術
館
。

釈
迦
堂
が
桃
の
花
で
囲
ま
れ
る
こ
の
時
期
に

津
田
青
楓
の
描
い
た
花
た
ち
を
共
に
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
期　
間

　
３
月
21
日
（
土・祝
）
～
６
月
１
日
（
月
）

■
場　
所

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
企
画
展
示
室

【
釈
迦
堂
花
ウ
ィ
ー
ク
】

■
期　
間

　
４
月
１
日
（
水
）
～
４
月
26
日
（
日
）

　

�

期
間
中
は
休
館
日
な
し
（
７
日
、
14
日
、

21
日
の
火
曜
日
は
開
館
）

※�

４
月
10
日
（
金
）
は
、
花
と
邦
楽
の
し
ら

べ
（
尺
八
・
琴
・
薄
茶
席
他
）
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日

　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
（
土
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
小
中
高
生　
　
　
１
０
０
円

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
47
‐
３
３
３
３

釈
迦
堂
博
物
館
だ
よ
り

塩山駅南口
市民ギャラリー

塩山文化協会の華道部による作品を
展示いたします。

３月２日（月）～４月６日（月）
　
※�展示内容・期間につきましては、変更に
なる場合もあります。

◆　甲州市教育委員会　◆
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甲
州
市
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘　
　
　

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
の
お
知
ら
せ

■
内　
容

　
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ

※
未
経
験
者
大
歓
迎

■
時　
間

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
10
時

※
シ
フ
ト
制

■
時　
給　
８
０
０
円
～
９
０
０
円

■
期　
間　
即
日
か
ら

■
応　
募

　

�

電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

を
持
参
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

土
、
日
曜
日
に
勤
務
可
能
な
方
、
大
歓
迎

で
す
。

※�

甲
州
市
観
光
の
最
先
端
で
、
楽
し
い
仲
間

と
と
も
に
働
き
ま
せ
ん
か
。

　
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
甲
州
市
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘　
人
事
担
当

　
〒
４
０
９
‐
１
３
０
２

　
甲
州
市
勝
沼
町
菱
山
５
０
９
３
番
地

　
☎
44
‐
２
１
１
１

第８回甲州市
食育まつり
3 月 14 日（土）
午前１１時～午後２時

甲州市民文化会館

■主　催　甲州市食育推進会議・甲州市
◆お問い合わせ先
　健康増進課　健康づくり担当
　☎３３ ‐ ７８１２

＊おいしい減塩食堂（限定３００食 ※無料）
　 食改さんが、塩分控えめでもおいしい料理のつくり方の
　コツを教えてくれます。
＊食育カフェ
　（限定１８０食 ※１食（1 プレート）／６００円）
　 12 店舗の出店者さんたちによる、こだわり料理の盛り合

わせ。食材や作り方の情報を教えてもらえます。
＊キッズスウィーツ（先着１００名）
　『いちご大福』づくりが体験できます。
＊土づくりとプランターでの種まき体験
　（限定６０名）
　 いい土づくりのコツと、プランターでの手軽な野菜の育て方を

教えてもらえます。

食改さんの

　（限定１８０食 ※１食（1 プレート）／６００円）
12 店舗の出店者さんたちによる、こだわり料理の盛り合

食改さんの

今年のテーマは・・わたし達のおいしさみつかる

☆★☆プレ食育まつり☆★☆
　　　～食育まつりに先立って、
　　　　　　給食の試食会を行います～
　昨年新しくなった学校給食センター。
　最新の設備でつくられている子供たちの給

食を食べて、学校給食を知る機会にしてみま

せんか？
■日　時　３月13日（金）　正午～
■場　所　甲州市学校給食センター　2階
　　　　　レクチャールーム　　　　�（塩山熊野９５８番地１）
※ 1食３００円　�限定２０食※申し込みは３月１０日（火）まで。
◆申し込み・お問い合わせ先　食育まつり事務局　（健康増進課　健康づくり担当）
　☎３３‐７８１２

他にもいっぱい
体験・学習コーナーがあるよ！
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市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業　
　
　
　
　

4
月
26
日
開
催
！　

武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

勝
頼
公
軍
団　
出
演
者
・
出
店
者 

募
集

　
「
武
田
家
の
聖
地
」
で
知
ら
れ
る
甲
州
市

で
は
、
武
田
一
族
の
霊
を
慰
め
る
「
甲
州
市

ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り
」
を
4
月
26

日
（
日
）
に
大
和
中
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
催
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
け
る
「
勝
頼
公
軍
団
出
演
者
・
出
店

者
」
を
募
集
し
ま
す
。

【
出
演
者
募
集
】

　

�

勝
頼
公
、
北
条
夫
人
、
湖
衣
姫
（
由
布
姫
）、

武
者
、
女
武
者
に
扮
し
て
、
勇
壮
な
勝
頼

公
軍
団
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

　

�

武
田
勝
頼
公
、
北
条
夫
人
、
湖
衣
姫
（
由

布
姫
）
各
1
名
、
武
者
30
名
、
女
武
者
20

名
※�

全
配
役
と
も
18
歳
以
上
で
健
康
な
方
と
し

ま
す
。（
北
条
夫
人
、
湖
衣
姫
役
は
35
歳

以
下
）

■
締
切
日　
3
月
11
日
（
水
）
必
着

■
応
募
要
綱

　

�

応
募
用
紙
は
、
市
内
公
共
施
設
に
置
い

て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
な
お
、
勝
頼
公
、

北
条
夫
人
、
湖
衣
姫
役
を
希
望
の
方
は
写

真
（
顔
写
真
及
び
、
全
身
写
真
各
1
枚
）

を
同
封
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
審　
査

　

�

実
行
委
員
会
で
審
査
の
う
え
、
ご
本
人
に

連
絡
し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

�

現
地
ま
で
の
往
復
交
通
費
等
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

【
出
店
者
募
集
】

　

�

ま
つ
り
当
日
に
会
場
内
へ
地
域
の
特
産
品
、

特
産
物
を
原
料
と
し
た
加
工
品
な
ど
の
販

売
等
の
出
店
を
希
望
す
る
、
市
内
で
活
動
、

営
業
し
て
い
る
団
体
及
び
個
人
を
募
集
し

ま
す
。

■
締
切
日

　
3
月
11
日
（
水
）
必
着

■
注
意
事
項

①�

出
店
料
５
，
０
０
０
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

テ
ン
ト
の
持
ち
込
み
も
し
く
は
移
動
販
売

車
両
の
場
合
、
出
店
料
は
２
，
０
０
０
円

と
し
ま
す
。

②�

テ
ン
ト
（
１
張
）・机
（
２
脚
）・イ
ス
（
３

脚
）
は
用
意
し
ま
す
（
車
両
で
出
店
す
る

団
体
及
び
個
人
は
除
く
）。

　

�

た
だ
し
、
燃
料
・
電
源
・
必
要
な
備
品
等

は
出
店
団
体
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

�

な
お
、
火
気
取
り
扱
い
の
ブ
ー
ス
に
つ
い

て
は
消
火
器
を
必
ず
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

③�

出
店
に
伴
う
申
請
書
は
、
市
内
公
共
施
設

に
置
い
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

④�

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会
で

決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

　
実
行
委
員
会
事
務
局
（
観
光
交
流
課
内
）

　
☎
32
‐
５
０
０
０

歴
史
民
俗
資
料
室
特
別
展　
　

「
山
梨
の
遺
跡
展
２
０
１
４
」　　

巡
回
展
開
催
の
お
知
ら
せ

　
今
回
の
特
別
展
は
、
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
及
び
各
教
育
委
員
会
（
甲
州
市
、

山
梨
市
、
北
杜
市
、
甲
府
市
、
笛
吹
市
、
中

央
市
、
北
杜
市
、
韮
崎
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、

富
士
河
口
湖
町
、
身
延
町
）
で
行
っ
た
発
掘

調
査
の
結
果
を
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
主
な
展
示
内
容
】

○
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

�

平
林
遺
跡
（
身
延
町
）、
滝
沢
遺
跡
（
富

士
河
口
湖
町
）、
膳
棚
遺
跡
Ｅ
区
（
山
梨

市
）、
甲
府
城
下
町
遺
跡
南
口
地
点
（
甲

府
市
）、
県
指
定
史
跡
甲
府
城
跡
石
垣
補

修
事
業
（
甲
府
市
）、鎌
田
川
旧
堤
防
（
中

央
市
）、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業

（
宮
城
県
）、
県
内
分
布
調
査
、
資
料
普
及

事
業

○
各
教
育
委
員
会

　

�

前
付
遺
跡
（
笛
吹
市
）、
小
山
平
南
遺
跡

（
甲
州
市
）、熊
野
八
反
田
遺
跡
（
甲
州
市
）、

上
原
遺
跡
（
北
杜
市
）、
願
成
寺
境
内
遺

跡
（
韮
崎
市
）
鯉
ノ
水
遺
跡
（
富
士
河
口

湖
）
甲
府
城
下
町
遺
跡
中
央
四
丁
目
地
点

（
甲
府
市
）、枡
形
堤
防
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、

お
熊
野
堤
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

○
国
指
定
史
跡

　

�

新
府
城
跡
（
韮
崎
市
）、武
田
氏
館
跡
（
甲

府
市
）、
大
丸
山
古
墳
（
山
梨
県
）、
御
勅

使
川
旧
堤
防
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）、
梅
之

木
遺
跡
（
北
杜
市
）

■
開
催
期
間

　
3
月
3
日
（
火
）
～
3
月
25
日
（
水
）

■
開
催
場
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
歴
史
民
俗
資
料
室

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
休
館
日　
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日

■
主　
催

　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

ピ
ア
ノ
試
奏
会
を
行
い
ま
す

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館
に
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ

の
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
が
あ
る
の
を
ご
存
知

で
す
か
？
今
回
ピ
ア
ノ
の
音
色
と
ホ
ー
ル
の

臨
場
感
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
ピ
ア
ノ
の
試

奏
会
を
行
い
ま
す
。
是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

■
日　
時　
３
月
26
日
（
木
）・
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
一
人
に
付
き
45
分
間
の
演
奏
が
出
来
ま
す
。

■
場　
所

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

■
対　
象

　

�

甲
州
市
内
の
小
学
生
以
上
で
ピ
ア
ノ
演
奏

が
出
来
る
方（
18
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
定　
員　
各
日
６
名

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館

　
☎
48
‐
２
９
２
１
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　甲州市とＮＨＫ甲府放送局では、ＢＳプレミアムの番組「みんなＤＥどーもくん！」の公開収録を実施
します。
　この番組は、どーもくんとその仲間たちとＢＳキャラクターななみちゃんが繰り広げるお芝居や楽しい
ゲストのパフォーマンス、客席の親子が一緒に考えるクイズなどをご家族でお楽しみいただけます。
観覧ご希望の方は、下記の要領でお申し込みください。
■日　時　平成２７年5月17日（日）
■会　場　甲州市民文化会館
■開　演　午後 2時３０分　（開場　午後 2時）
■出演予定　どーもくん　うさじい　たーちゃん　ななみちゃん　花原あんり　タイムマシーン 3号
■ゲスト　井上あずみ＆ゆーゆ
■放送予定　平成 27年 6月 7日（日）�午前８時５５分～午前９時３０分　＜ＢＳプレミアム＞
■主　催　甲州市・ＮＨＫ甲府放送局

◆お問い合わせ先
　甲州市民文化会館　☎３２‐１４１１（午前 9時～午後 5時）　休館日：月曜、祝日
　ＮＨＫ甲府放送局　☎０５５‐２５５‐２１１４（平日：午前１０時～午後６時３０分）

甲州市制 10周年記念事業
ＮＨＫ「みんなＤＥどーもくん！」

公 開 収 録 観 覧 募 集 ！

■観覧申込方法　往復はがきに下記事項を記載してください。（入場無料）

　　　往信用　（表）　　　　　返信用（裏）　　　　　　　返信用（表）　　　　　往信用（裏）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
■応募締切　平成２７年 4月２１日（火）必着
■その他
　・１歳以上のお子様から、入場整理券が必要です。
　・応募多数の際は抽選のうえ、当選の場合は入場整理券（４人まで入場可）をお送りします。
　・インターネットオークション等での売買を目的としたお申し込みは固くお断りします。
　・「消せるボールペン」の使用はご遠慮ください。
　・�ご応募の際にいただいた情報は抽選結果のご連絡のほか、ＮＨＫでは受信料のお願いに使用させ
ていただく場合があります。

ここには何も
記入しないで
ください。
（白紙のまま）
※�抽選結果を
印刷します。

404-0045
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
２
４
０

甲
州
市
民
文
化
会
館

「
み
ん
な
Ｄ
Ｅ
ど
ー
も
く
ん
」
係

① 郵便番号
② 住　所
③ 名　前
④ 電話番号

① 郵便番号
② 住　所
③ 名　前
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ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
は
、
体
の
中
心
（
コ
ア
）

を
鍛
え
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

　
お
腹
の
シ
ェ
イ
プ
に
最
適
と
な
り
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
動
い
た
り
、
回

数
や
量
を
こ
な
す
運
動
と
違
い
、
お
腹
の
深

層
に
あ
る
筋
肉
や
肩
甲
骨
周
り
の
筋
肉
な
ど
、

自
分
自
身
の
身
体
に
意
識
を
向
け
て
運
動
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

■
日　
時　
3
月
5
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
7
時
～
午
後
８
時

　
　
　
　
　
（
受
付　
午
後
6
時
30
分
～
）

■
場　
所　

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
大
会
議
室

■
効　
果　

・
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
体
型
・
美
し
い
姿
勢

・
柔
軟
性
の
あ
る
強
く
美
し
い
ボ
デ
ィ
ー

・
し
な
や
か
な
カ
ラ
ダ

■
申
込
方
法

　

�

3
月
4
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
、
ま
た
は
、

市
民
文
化
会
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
講　
師　
橋
口　
仁
美

■
参
加
費　
無　
料

■
定　
員　
30
名

■
主　
催　
甲
州
市
民
文
化
会
館

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

受
講
者
募
集　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
度
市
民
教
養
講
座

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
も
っ

と
楽
し
も
う
！
」

■
日
程
及
び
コ
ー
ス

◎
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
楽
し
も
う
！

※
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
人
気
の
秘
密

※
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
種
類
や
使
い
方
を
学
ぼ
う

３
月
17
日
（
火
）

・
Ａ
コ
ー
ス　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

・
Ｂ
コ
ー
ス　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

◎
写
真
を
楽
し
も
う
！

※
撮
っ
た
写
真
の
編
集
を
し
て
み
よ
う

※�
撮
っ
た
写
真
を
共
有
し
み
ん
な
で
見
る
方

法
３
月
18
日
（
水
）

・
Ｃ
コ
ー
ス　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

・
Ｄ
コ
ー
ス　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

■
場　
所　
甲
州
市
民
文
化
会
館　

　
　
　
　
　
３
階　
第
２
研
修
室

■
定　
員　
各
コ
ー
ス
20
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
受
講
料　
無　
料

■
対
象
者　
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
の
方

■
講　
師　
㈱
フ
ォ
ネ
ッ
ト�

ス
タ
ッ
フ

■
申
込
方
法　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

※�

Ａ
～
Ｄ
の
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
を
電
話
、

ま
た
は
、
市
役
所
（
生
涯
学
習
課
）
本
庁

舎
２
階
19
番
窓
口
へ
直
接
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
社
会
教
育
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
９
７

第
９
回
甲
州
市
長
杯
卓
球
大
会
を

行
い
ま
す
！

■
日　
時　
３
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時　
開
会
式

■
場　
所　
塩
山
北
小
学
校
体
育
館

■
参
加
資
格　
甲
州
市
民

■
試
合
形
式

⑴�

男
女
、
年
齢
、
競
技
歴
を
考
慮
し
た
ハ
ン

デ
戦
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
順
位

を
決
定
す
る
。

⑵�

硬
式
球
を
使
用
し
、（
財
）
日
本
卓
球
協

会
に
よ
る
新
卓
球
ル
ー
ル
を
準
用
す
る
。

⑶�

１
試
合
を
５
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
で
行
い
、
３

セ
ッ
ト
先
取
で
勝
ち
と
す
る
。

⑷�

１
セ
ッ
ト
を
11
本
先
取
と
し
、
デ
ュ
ー
ス

と
な
っ
た
場
合
は
そ
こ
か
ら
２
本
先
取
で

１
セ
ッ
ト
取
得
と
す
る
。

⑸�

ハ
ン
デ
差
は
、
各
セ
ッ
ト
に
対
し
て
次
の

ポ
イ
ン
ト
を
ハ
ン
デ
基
準
と
し
、
試
合
を

行
う
。

・
男
女
間
は
、
２
点
／
セ
ッ
ト
の
ハ
ン
デ
。

・�

中
学
生
と
一
般
（
高
校
生
以
上
）
の
間
は
、

２
点
／
セ
ッ
ト
の
ハ
ン
デ
。

・�
一
般
（
高
校
生
以
上
）
と
県
大
会
出
場
レ

ベ
ル
者
と
の
間
は
、
２
点
／
セ
ッ
ト
の
ハ

ン
デ
。

　

�

し
た
が
っ
て
、
ハ
ン
デ
の
最
大
は
６
点
／

セ
ッ
ト
、
最
小
は
０
点
／
セ
ッ
ト
と
な
る
。

　

�（
例
）（
中
学
生
女
子
）
と
（
県
大
会
出
場

レ
ベ
ル
者
男
性
）
と
の
ハ
ン
デ
差
は
、
６

点
／
セ
ッ
ト
を
基
準
と
す
る
。

■
主　
催

�　

�

甲
州
市
教
育
委
員
会
、
甲
州
市
体
育
協
会

卓
球
部
、
甲
州
市
卓
球
協
会

■
締
切
日　
３
月
７
日
（
土
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
４
０
４
‐
０
０
４
１

　
甲
州
市
塩
山
千
野
６
９
１

　
甲
州
市
体
育
協
会
卓
球
部　
村
田
千
大

　
☎
０
９
０
‐
４
９
４
７
‐
９
１
９
３

第
９
回
甲
州
市
市
長
旗
争
奪　
　

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

結
果
の
お
知
ら
せ

　
甲
州
市
体
育
協
会
・
甲
州
市
教
育
委
員
会

は
２
月
11
日
、
塩
山
体
育
館
で
第
９
回
甲
州

市
市
長
旗
争
奪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
市
内
各
地
域
か
ら
20
チ
ー
ム
が

参
加
し
た
今
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
優　
勝　
熊　
野

　
準
優
勝　
小
田
原

　
３　
位　
萩
原
・
東
雲
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第
36
回
甲
州
市
勝
沼
ワ
イ
ン
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
開
催
し
ま
す

■
日　
時

　
3
月
8
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

■
場　
所

　
甲
州
市
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

■
定　
員

　

�

80
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な

り
ま
す
。）

■
参
加
費

　
４
，
０
０
０
円

　

�（
当
日
受
付
に
て
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。）

※�

リ
ー
デ
ル
社
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
2
脚
の
お

持
ち
帰
り
が
で
き
ま
す
。

■
内　
容

①
講
演　
午
後
１
時
45
分
～
午
後
２
時
45
分

　
テ
ー
マ�

「
産
地
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
何
で
示
す
か
」

　
講　
師　
麹
谷　
宏
さ
ん

　
　
　
　
　
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

②�

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
・
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
15
分

　
テ
ー
マ�

「
グ
ラ
ス
の
形
状
に
よ
る
違
い
を

味
わ
う
」

　
講　
師　
庄
司
大
輔
さ
ん

　
　
　
　
　
（
リ
ー
デ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
２

フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー

◎�

ざ
ぜ
ん
草
と
四
ッ
石
　富
士
山
を
眺
め
な

が
ら
里
山
を
巡
る
フ
ッ
ト
パ
ス

■
日　
時

　
３
月
14
日
（
土
）

　
午
前
９
時　
受
付

　
午
前
９
時
30
分　
出
発

　
午
前
12
時
30
分　
終
了

■
集
合
場
所

　
ざ
ぜ
ん
草
公
園　
駐
車
場

　
（
甲
州
市
塩
山
平
沢
１
４
４
）

■
内　
容

　

�

平
沢
松
泉
寺
→
平
沢
分
校
跡
→
四
ッ
石　

他
（
達
磨
石
、
休
息
石
、
寺
平
、
富
士
見

石
、
宿
石
）
→
ざ
ぜ
ん
草
公
園
駐
車
場
→

ざ
ぜ
ん
草
見
学

■
定　
員　
20
名

■
参
加
費

　
６
０
０
円

　
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
代
、
保
険
代�

他
）

■�

持
ち
物

　

�

飲
み
物
、
お
弁
当

　

�（
ざ
ぜ
ん
草
を
ゆ
っ
く
り
見
た
い
場
合
、

持
参
す
る
の
が
お
勧
め
で
す
。）

■�

主　
催

　
玉
宮
フ
ッ
ト
パ
ス
の
会

　
あ
る
～
く�

こ
う
し
ゅ
う
推
進
協
議
会

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
玉
宮
フ
ッ
ト
パ
ス
の
会

　
☎
０
９
０
‐
７
７
１
８
‐
６
９
８
７

　大和ふるさと会館では子ども映画会を行いま
す。お誘い合わせてご来場ください。

「妖怪ウォッチ
　～誕生の秘密だニャン～」
■日　時　３月15日（日）
　　　　　午後１時３０分開場
　　　　　午後２時上映
■場　所　大和ふるさと会館まほろばホール
■定　員　１６５名（小学生未満は保護者同伴）
■入場料　１人　８００円
＊�観覧を希望される方は事前に申し込んでくださ
い。

◆申し込み・お問い合わせ先
　大和ふるさと会館
　☎４８‐２９２１

子ども映画会のお知らせ
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成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

～
今
年
度
対
象
者
、
接
種
期
限
迫
る
～

　
予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
成
人
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
昨
年
10
月
１
日
か
ら
定

期
化
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
対
象
者
の
方
の

接
種
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
接
種
予

定
の
方
は
、
か
か
り
つ
け
医
へ
ご
相
談
の
う

え
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

■
接
種
期
限　
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

■
対
象
者

　

�

平
成
26
年
度
（
今
月
中
ま
で
に
次
の
年
齢

と
な
る
方
）

・�

65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・

95
歳
・
１
０
０
歳
以
上

　

�（
任
意
接
種
費
用
助
成
対
象
年
齢
は
、
76

歳
以
上
で
右
記
の
年
齢
に
あ
た
ら
な
い
方
）

■
注
意
事
項

・�

定
期
対
象
者
へ
は
10
月
に
個
人
通
知
に

て
予
診
票
を
発
送
済
み
で
す
。

・�

今
年
度
、
市
の
窓
口
で
申
請
を
い
た
だ
き

任
意
接
種
で
の
費
用
助
成
を
ご
希
望
さ
れ

た
方
の
接
種
期
限
も
同
じ
く
今
月
末
と
な

っ
て
い
ま
す
。

・�

過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

・�

生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
、
費
用
免
除
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
事
前
に
市

役
所
窓
口
で
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

�

予
診
票
・
費
用
助
成
券
（
任
意
接
種
の

方
）
の
再
発
行
、
新
規
の
任
意
接
種
申
請

他
、
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課　
医
療
対
策
室

　
健
康
企
画
・
医
療
担
当　

　
☎
32
‐
５
０
１
４

〝
健
幸
隊
〟
隊
員
募
集
！

　
甲
州
市
で
は
、
平
成
27
年
度
よ
り
地
域
の

仲
間
で
自
主
的
に
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、
各
地
区
で
活
動
し
て
い

た
だ
け
る
グ
ル
ー
プ
（
健
幸
隊
）
を
募
集
し
、

講
師
を
派
遣
す
る
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

■
対　
象

⑴�
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
10
名

以
上
の
グ
ル
ー
プ

⑵�

月
に
１
回
以
上
か
つ
年
に
12
回
以
上
の
活

動
が
で
き
る
グ
ル
ー
プ
（
他
の
補
助
金
等

を
受
け
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
が
対
象
）

⑶�

自
主
的
・
継
続
的
な
活
動
が
で
き
る
グ
ル

ー
プ
（
活
動
日
時
の
調
整
、会
場
の
確
保・

準
備
、
参
加
の
お
誘
い
等
）

⑷�

地
域
に
対
し
て
誰
で
も
参
加
で
き
る
オ
ー

プ
ン
な
活
動
が
で
き
る
グ
ル
ー
プ

⑸�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
働
で
き
る

グ
ル
ー
プ

※�

平
成
27
年
度
は
10
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま

す
。

■
内　
容

　

�

自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要

な
筋
力
・
体
力
を
維
持
す
る
た
め
の
体
操

等
を
楽
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。
１
回
１
時

間
30
分
程
度
、
１
グ
ル
ー
プ
あ
た
り
年
に

12
回
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

※�

日
程
・
会
場
に
つ
い
て
は
各
グ
ル
ー
プ
で

調
整
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

�

グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
の
氏
名
、
連
絡
先
、

開
催
予
定
会
場
を
左
記
の
連
絡
先
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

本
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
代

表
者
の
方
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
５
６
０
０

　
甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

　

気
づ
き
合
お
う
あ
な
た
と
私
の
未あ

し
た来
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
©
段
丹
映
子
・「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
刊

山梨厚生病院　入口 140 号沿いすぐ！

〒405-0031 
山梨市万力 70-1

TEL・FAX　
0553-39-9122

山梨厚生病院処方せん受付

山梨厚生病院

140 号線

お薬を早くお渡しできるよう努力いたします！

どこの医療機関の処方せんも受付しております！

有
料
広
告
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平
成
27
年
度
甲
州
市
福
祉
タ
ク
シ
ー

回
数
乗
車
券
の
交
付
に
つ
い
て

　
障
害
者
の
行
動
範
囲
拡
大
と
社
会
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
回
数
乗
車

券
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

�

市
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
の
方
で
あ
っ

て
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
て
い
な
い
方
並
び
に
山
梨
県
心
身
障

害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
事
業
の
助
成
を

受
け
て
い
な
い
方
で
、
次
の
⑴
～
⑶
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

⑴�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
及
び
２
級
に
該
当

さ
れ
る
方

⑵�

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
に
該
当
さ
れ

る
方

⑶�

介
護
慰
労
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
か

ら
介
護
を
受
け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
の

非
課
税
世
帯
の
方

■
申
請
受
付

　

�

平
成
27
年
３
月
24
日
（
火
）
か
ら
随
時
受

け
付
け
ま
す
。

■
申
請
場
所

　

�

市
役
所
本
庁
福
祉
課
（
４
‐
1
番
窓
口
）・

勝
沼
支
所
市
民
福
祉
担
当
・
大
和
支
所
市

民
福
祉
担
当
の
い
ず
れ
か
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手
帳

・
印
鑑
（
認
印
可
）

※�

お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
。

※�

現
在
お
持
ち
の
手
帳
に
自
動
車
税
減
免
を

受
け
て
い
た
時
の
印
が
あ
る
場
合
は
、
申

請
前
に
、
必
ず
印
の
取
消
手
続
き
を
済
ま

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
交
付
枚
数
と
有
効
期
間

　

�

４
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
申
請
い
た
だ
い

た
場
合
は
、
額
面
６
０
０
円
の
タ
ク
シ
ー

回
数
券
を
24
枚
交
付
し
ま
す
。

　

�

５
月
以
降
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
一
月
経

過
す
る
ご
と
に
、
２
枚
ず
つ
交
付
枚
数
が

減
少
し
ま
す
。

　

�

ま
た
、
交
付
さ
れ
る
タ
ク
シ
ー
回
数
券
は
、

平
成
27
年
4
月
１
日
～
平
成
28
年
3
月
31

日
ま
で
ご
使
用
に
な
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
７

　

20
‐
６
１
６
７

障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
家
族
・

関
係
者
の
た
め
の
成
年
後
見
制
度

学
習
会

　
『
成
年
後
見
制
度
』
と
い
う
言
葉
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
実
際
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
し
て
も
ら
え
る
の
か
、

ま
た
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
な
ど

疑
問
に
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
家

族
・
関
係
者
の
た
め
の
成
年
後
見
制
度
に
テ

ー
マ
を
し
ぼ
り
、
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を

用
意
し
ま
し
た
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
が
将
来
に
向
け
て
よ
り

豊
か
で
幸
せ
な
人
生
が
送
れ
る
よ
う
、
家
族

や
関
係
者
が
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
３
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　
所

　
勝
沼
市
民
会
館　

２
階　
大
会
議
室

■
講　
師　
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
梨

　
　
　
　
　
名
取
建
治
司
法
書
士

■
内　
容

①
発
表　
ぶ
ど
う
の
里
家
族
会

　
会
長　
浅
川
よ
し
子
様

②
成
年
後
見
制
度
の
概
要
説
明

③
障
が
い
者
が
将
来
想
定
さ
れ
る
困
り
ご
と

④�

成
年
後
見
人
が
で
き
る
こ
と
・
で
き
な
い

こ
と

⑤
質
疑

■
申
込
方
法

　

�

３
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
、
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
名
前
、
住
所
、
連
絡
先
を
記
入
）

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

　

44
‐
３
０
３
５

春
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

の
相
談
会

～�

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

　
　
　
　
　
　
　相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
～

　

お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の

こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
日　
時

　
３
月
15
日
（
日
）・
16
日
（
月
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場　
所　
県
立
ろ
う
学
校

　
　
　
　
　
（
山
梨
市
大
野
１
０
０
９
）

■
対　
象　
０
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

■
相
談
内
容

①�

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
悩

み
の
相
談

②�

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の
あ

る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て

（
育
児
相
談
）

③�

「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の
あ

る
お
子
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に
つ
い
て

（
教
育
相
談
）

④
聴
力
測
定

⑤
補
聴
器
相
談

■
申
込
方
法

　

�

事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

締
め
切
り
は
３
月
12
日
（
木
）
午
後
３
時

ま
で

■
そ
の
他

・�

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

・�

完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

・�

こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。　

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
」　
（
手
塚
）

　
☎
22
‐
１
３
７
８

　

22
‐
６
４
１
９
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■
日　
時

　
３
月
18
日
（
水
）

　
午
後
２
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
申
し
込
み　
３
月
11
日
（
水
）
ま
で

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

■
日　
時

　
毎
月
第
１
・
第
3
火
曜
日
の
午
前
中

■
申
し
込
み　
随
時

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』　

例
会
の
お
知
ら
せ

■
日　
時

　
３
月
11
日
（
水
）　

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分　

■
内　
容

　

�

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
介
護
者
同
士
の
交
流

会　
　
　
　
　

■
対　
象

　

�

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介
護

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方　

■
場　
所

　
甲
州
市
民
文
化
会
館　
第
２
会
議
室

※�

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
６
日

（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※�

参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り
の

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

児
童
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
予
定

○
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー
○

■
内　
容　
か
ら
だ
あ
そ
び

　

�「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
っ
た
気
分
で
歌
っ
た

り
踊
っ
た
り
し
ま
す
」

■
日　
時　
3
月
5
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

■
対　
象　
未
就
園
の
親
子

■
持
ち
物　
上
履
き

■
参
加
料　
無　
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
塩
山
北
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎
33
‐
７
８
０
０

○
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館
特
別
イ
ベ
ン
ト
○

■
内　
容　
親
子
で
楽
し
く
リ
ズ
ム
体
操

■
日　
時　
　
3
月
6
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～

■
場　
所　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

■
対　
象　
乳
幼
児
の
親
子

■
参
加
費　
無　
料

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
雲
ふ
れ
あ
い
親
子
館

　
☎
44
‐
３
７
２
３

障
害
者
生
活
支
援
相
談

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

　
平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で
行

け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
す
べ
て
の
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
時
間
外
相
談
日

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時
）

　
３
月
4
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
３
月
7
日
、
14
日
、
28
日

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員　
　
　

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

（
予
約
制
）

　
障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を
持

つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害
者
自
身

が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を
聞
き
相
談

に
の
り
ま
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
視
覚

　
石
原
テ
ル
氏　
　
　
　
☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

　
遠
藤
養
蔵
氏　
　
　
　

33
‐
９
１
９
２

■
肢
体

　
羽
村
千
鶴
氏
（
肢
体
）
☎
32
‐
１
２
２
４

　
中
村
安
孝
氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

　
田
中
美
津
江
氏　
　
　
☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

※�

相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来
所
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

障
害
者
陶
芸
教
室

　
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方
で
も

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
３
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～

■
場　
所　
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

■
定　
員　
15
名
程
度

■
参
加
費　
材
料
費　
１
０
０
円

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　

33
‐
２
３
０
７

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談

　
心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
ま
す
。

来
所
で
き
な
い
場
合
は
ご
自
宅
等
へ
の
訪
問

も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
こ
の
相
談
は
完
全
予
約
制
で
す

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕
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無
料
法
律
相
談

■
日　
時

　
３
月
16
日
（
月
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
場　
所

　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
１
階　
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員

　
６
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※�

こ
の
無
料
法
律
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で

す
。

　

�

３
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・�

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
消
費
生
活
相
談

　
市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
多
重
債
務
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
無
料
相
談
を
開
設
し
ま

す
。

■
日　
時

　
３
月
25
日
（
水
）

　
午
前
の
部　
午
前
9
時
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
相
談
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

■
定　
員

　
12
名
（
相
談
者
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

■
内　
容

　

�

消
費
生
活
関
連　
架
空
請
求
、
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
消
費
者
保
護
手
続
、
サ
ラ
金
、

多
重
債
務
、
相
続
、
遺
言
な
ど

※�

こ
の
無
料
消
費
生
活
相
談
は
、
完
全
予
約

制
で
す
。

　

�

３
月
５
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

・�

相
談
す
る
事
項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書

類
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

■
日　
時　
３
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　

２
階　
第
１
会
議
室

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

　

�

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

�

行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
地
域
行
政
相
談

■
日　
時　
３
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　
所

　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　

２
階　
会
議
室
Ａ

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

　

�

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

大
和
地
域
行
政
相
談

■
日　
時　
３
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場　
所

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　

２
階　
研
修
室
３

■
対　
象　
甲
州
市
民

※
こ
ち
ら
の
相
談
会
は
予
約
不
要
で
す
。

　
�

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

移
動
県
民
相
談
会

　
県
内
各
地
へ
相
談
員
が
出
向
い
て
、
無
料

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　
時

　
３
月
19
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場　
所

　
東
山
梨
合
同
庁
舎　
１
０
２
会
議
室

■
内　
容

　

�

法
律
相
談
（
家
庭
、
近
隣
問
題
、
相
続
、

金
銭
貸
借
）
交
通
事
故
相
談
、
労
働
相
談
、

消
費
生
活
相
談

※�

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
７
１

も
の
忘
れ
相
談

　
も
の
忘
れ
に
対
す
る
不
安
か
ら
、
も
の
忘

れ
の
あ
る
方
へ
の
対
応
方
法
ま
で
何
で
も
結

構
で
す
。

　
専
門
医
が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　
時

　
３
月
27
日
（
金
）

　
午
後
３
時
～

※
こ
の
相
談
は
、
無
料
・
完
全
予
約
制
で
す
。

　

�

３
月
25
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
場　
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
市
民
会
議
室
Ｂ

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
介
護
支
援
課　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
５
６
０
０
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日下部警察署管内における平成２６年中の
空き巣・忍込みの被害は７３件でした。

○�外出・就寝する際、自宅の戸締まりを
確認！
○�金品の保管管理の徹底！（タンス預金
はやめましょう）
○�不審な人を見かけたら警察に通報！　

不動産無料相談
■日　時　３月19日（木）午後１時～午後３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合）
　　　　　☎３３‐２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
　　　（社）山梨県宅地建物取引業協会　相談室
　　　　　☎０５５‐２４３‐４３０４

市の人口 ※平成２７年２月 1 日現在
（　）内前月比

人口 3 3 , 6 8 3 人 （－ 47人）
男 1 6 , 2 8 8 人 （－ 21人）
女 1 7 , 3 9 5 人 （－ 26人）
世帯 1 3 , 2 4 5 世帯（+17世帯）

◎甲州市社会福祉協議会へ
　佐野　雄二さん　（小佐手）
◎社会福祉事業へ
　永田　　修さん　（上萩原）

温かな善意ありがとうございました

運転免許証の記載事項の
変更は速やかに

　卒業、就職、入学や転勤等で、本籍や住所等
が変わる方もおられるかと思います。
運転免許証の内容は、市町村役場への届出だけ
では変わりません。
　必ず、運転免許証の記載事項の変更を申請し
てください。

● 住所だけが変わる場合は、「住民票・健康保
険証・公共機関等が発行した郵便物等で新し
い住所がわかる物」のいずれかを提示して申
請します。

● 本籍や氏名が変わる場合は、「本籍が記載さ
れている住民票抄本」を提出して申請します。

（この場合、住民票抄本はお返しできません。）
● 住所変更の手続きを忘れてしまうと、免許更

新の連絡が届かなくなる場合があります。確
実に申請してください。

みんなでつくろう安全・安心のまち

日下部警察署・各種防犯団体

下校時間帯に
子どもの見守り活動を

どろぼうに注意！

山梨県議会議員
一般選挙のお知らせ

　平成２７年４月２９日任期満了に伴う山梨県議
会議員一般選挙の期日をお知らせします。
※�投票所・投票時間・期日前投票などの詳細につ
いては、広報こうしゅう４月号でお知らせしま
す。
山梨県議会議員一般選挙投票日等について
●告示日
　平成２７年４月３日（金）
●選挙期日（投票日）
　平成２７年４月12日（日）
【立候補予定者説明会等について】
　山梨県議会議員一般選挙に先立ち、立候補予定
者を対象に事前説明会を開催します。
■日　時　平成２７年３月６日（金）
　　　　　午後１時３０分～
■場　所　甲州市役所本庁舎　２階　第１会議室

◆お問い合わせ先
　甲州市選挙管理委員会
　事務局　総務課　行政・防災担当
　☎３２‐５０４１
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＊お問合せ＊

勝沼図書館 ☎44-3746
塩山図書館 ☎32-1505
大和図書館 ☎48-2921
甘草屋敷子ども図書館
　　　　　 ☎33-5926●ホームページ

　http://www.l ib-koshu.jp/

マジックポッケ春のお話会
☆日時：３月８日（日）　午前10時30分～
☆会場：大和ふるさと会館　研修室２
☆内容：�読み聞かせボランティア「マジックポッケ」

による、幼児から小学校低学年の皆さんに贈る
春の楽しいおはなし会です♪

絵本『きぼうのかんづめ』展
☆日時：３月29日（日）まで開催中
☆会場：甘草屋敷子ども図書館

　◎絵本「きぼうのかんづめ」講演会
　　　２月に著者のお二人によるトークイベントが開催されました。
　　　「震災の記憶が風化しないよう伝えていく事が大切です。」
　　　「困っている人が身近にいたら助けてあげる事が、第一歩だよ」と
　　　いうお話をいただきました。

図書館友の会より図書献本のお願い
図書館友の会では、ブックリサイクル活動の売り上げで絵本を購入し、市内の保育所等に寄付する活動を続けていま
す。４月のブックフリーマーケットに向けて、市民の皆様からの図書の献本をお待ちしています。
【募集している図書】　児童書・絵本・一般読み物（文庫・新書も可）・一般実用書等（2010年版以降のもの）
【持ち込み先】事前に電話連絡の上、塩山図書館までお持ちください。

◎ブックフリーマーケット＆雑誌リサイクル市
☆日時：４月26日（日）　午前10時～午後４時　　　☆会場：甲州市民文化会館　ロビー

勝沼人形劇団「ぶどうの実」公演
☆日時：３月29日（日）午後２時～
☆会場：勝沼図書館　視聴覚室
☆内容：�楽しくて、なんだか元気がわいてくる！
　　　　�そんなぶどうの実さんの、図書館だけのスペ

シャル公演です！

おりがみ教室④
☆日時：３月15日（日）午後２時～
☆会場：勝沼図書館（要申込）
　大人向け　　定員１５名
　「花のリース＆妖怪ウォッチ」
　子ども向け　定員１５名
　「チューリップ＆妖怪ウォッチ」　

市内図書館巡回展
「神技小学生！健太君の立体切紙展」
３月１日（日）～３月29日（日）→勝沼図書館
４月２日（木）～４月28日（火）→大和図書館
　※切紙の本もあわせて展示しています。
　　ぜひチャレンジしてみてください！

お父さんのお話会
☆日時：３月15日（日）�午前10時30分～
☆会場：甘草屋敷子ども図書館
☆内容：�クリスマス会でも大活躍だったおはなし父さ

んによる読み聞かせと、初心者でも簡単にでき
るわらべうたの紹介です！

塩山図書館及び子ども図書館
蔵書点検による休館のお知らせ

　下記の期間中、蔵書点検作業のため休館とさせてい
ただきます。
＊塩山図書館　　３月３日（火）～13日（金）
＊子ども図書館　３月３日（火）～10日（火）



「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。
ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。
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〒 404-8501　山梨県甲州市塩山上於曽 1085番地 1　☎�0553-32-2111　FAX�0553-32-1818

根
ね

津
づ

　花
はる

稀
き

ちゃん（６ヶ月） 　中
なか

野
の

 元
げん

輝
き

くん（１歳） 太
たい

陽
よう

くん（３ヶ月）

はやく大きくなっていっしょに
あそぼうね！
ゆずはおねえちゃんより

母・貴子さん
（赤 尾）

名前のようにスクスク育って
ください！
父・雅樹さん、母・美希さん

（下塩後）

大変な毎日。でも、こんなにも素晴
らしい日々をありがとう。
のびのびと大きくなって下さい。

父・徹さん、母・友美さん
（下萩原）

矢
や

﨑
ざき

 海
みいな

凪ちゃん（３歳） 海
かい

渡
と

くん（４ヶ月）

◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp

広告サンプル（原寸大）


